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【目的】　白質病変は痴呆の発症と関連するが、その成
因としてLp（a）フェノタイプとの関連は明らかでな
い。そこで、痴呆性疾患およびMRIでみられる白質病
変（LA）の程度とLp（a）フェノタイプとの関係を検
討した。
【方法】対象はDSM－IVの診断基準に基づいてAlz－
heimer型痴呆（AD）、血管性痴呆（VaD）と診断され
た痴呆例（AD群26例、　VaD群13例）で、対照には
年齢を調整した非痴呆例（N群45例）を用いた。全例
にLp（a）フェノタイプ、　Lp（a）定量、　ApoEフェノタ
イプを測定し、MRI所見は白質病変をFazekas、　Jun－
queおよびde　Grootの重症度分類に基づき、最終的に
は4段階で評価した。
【結果】各群の平均年齢は80～83歳で、LA－0、　LA－1、
LA－2、　LA－3を各々27例、21例、14例、22例に認め
た。MRI上、　AD群ではしA－0が多く、LA－3は23％と
少なかったのに対してVaD群では62％を占めて多
かった。また、ApoE4保有者はAD群で62％と多く
（VaD群7．7％、　N群13．3％）、Lp（a）値には各三間で差
はみられなかった。しかし、Lp（a）フェノタイプでみ
ると、AD群ではN群よりS2が少なく、S4が多い傾
向を示した。一方、LA別にみると、　LA－3例において
高血圧が多く、Lp（a）フェノタイプではS3がしA－0
例、LA－1例より有意に少なかった。
【結論】　AD群ではS2タイプが少なく、S4が多い傾
向を認め、ADとの関連が示唆された。　VaD群では白
質病変の高度のものが多いものの、その成因は多様で
あり、LAの重症度からみてもS3がわずかに関連して
いたに過ぎなかった。VaD群の病型による検討が
Lp（a）フェノタイプとの関連を明らかにする可能性
があると考えられた。
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【目的】細胞外マトリックス（ECM）分解酵素であ
るマトリックスメタロプロテアーゼ（MMP）の2と9
の実験脳梗塞巣における役割を検討する。
【方法】実験脳梗塞巣の作製にはラット自家血塞栓
性脳梗塞モデル（Kudo　et　al：Stroke　13　1505．1982）
を用いた。作製後、4，8，12，18，24，30，36時間，2日，3
日，4日，5日，7日目と経時的に灌流固定法にて殺し、
抗MMP－2と抗MMP－9抗体を用いて免疫組織化学的
検索を行った。
【結果】病巣は全例に認められたが、拡がりや分布は
大脳皮質に限局する例、大脳半球の半分以上に及ぶ
例、あるいは対側半球にも分布する例など様々であっ
た。MMP－2陽性細胞は8時間後から梗塞周辺部の神
経細胞とダリア細胞に弱陽性反応を示した。18時間で
その陽性細胞数は増加し、染色度合も増強したが、24
時間には減少・減弱していた。そして36時間以後は7
日目までほとんど陽性細胞はなかった。一方、MMP－9
は、MMP－2よりやや遅れて、周辺部の血管壁細胞やミ
クロダリアに弱陽性反応が現れ始めた。その後、特に
3日目以降からは7日目まで血管壁細胞とミクロダリ
ア／マクロファージに強い反応を示した。
【考察】　MMP－2は早期から反応する一方、24時間後
には既に減少し、その後には反応がないことから組織
破壊に関与すると考える。MMP－9はやや遅れて反応
し始め、その後は主にミクロダリアやマクロファージ
に強く反応し、組織修復過程に関わる物質と考えられ
た。ECMを分解するMMPでも2と9の役割は脳梗
塞巣で明らかに異なる。
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